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研究成果の概要（和文）：心理学では，錯覚研究において，異なる様式の知覚が相互に影響しあうことが研究さ
れている．一方，哲学では，とくに現象学において，「ガラスの硬さを見る」というような「共感覚」の重要性
が，指摘されてきた．共感覚的現象は，実際に触れていなくても，触覚的状態（硬さ）を見るという，異なる知
覚様式の相互影響とは異なる現象である．さらに，同じものを見ていても，（だまし絵のように）それが多様な
見え方を許容することがある．本研究では，このような多様な知覚のあり方が，実際の活動のなかで，特定の行
為の構成成分として組織されることを，会話分析の方法を用いて明らかにした．

研究成果の概要（英文）：There have been a substantial number of psychological studies of cross-modal
 perception. They mainly focus on the mutual influences between different modalities of perception. 
In philosophy, phenomenologists have pointed out the importance of “synesthesia” such as hearing 
the rigidity of glass (without touching it). Furthermore, while seeing the same object, one may see 
it differently (as when seeing a trompe l’oeil; cf. Wittgenstein on "aspect seeing"). This research
 project has analyzed the video recordings of various naturally occurring interactions, using 
conversation analysis as the methodology, and showed that various multimodal perceptions are 
organized as constituent parts of specific actions in distinct activities. The result has 
implications for the organization of various instructions (such as instructions on how to see things
 appropriately) and, moreover, for the ethical issue of the perception of human beings.

研究分野： 社会学

キーワード： 会話分析　概念分析　相互行為　アスペクト知覚　複合感覚　ウィトゲンシュタイン　行為　活動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，複様式知覚について，実験という方法を用いるのではなく，私たちが日々実際に営む相互行為をビデ
オにとり，その相互行為のなかでそのような知覚がどう達成されあるいは何を達成しているのかを，体系的に考
察した最初の経験的研究である．このような経験的研究の蓄積は，例えば，教育や教示の場面において，より効
率的な学習を促すのに資するかもしれない．しかし，もっと重要なことは次の点にある．私たちは，人を知覚す
るとき，最初に言葉を聞き振舞いを見て，そこからその人を人として判断しているわけではなく，最初から人と
して端的に把握している．このことの倫理的帰結を考えることが，次の課題となろう．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
心理学では，錯覚研究において，異なる様式の知覚が相互に影響しあうことが研究されていた．
口の形状が発音された音の聞き方に与える影響，光の見え方が音の聞こえ方に与える影響など
が盛んに研究されていた．一方，哲学では，とくに現象学において，「ガラスの硬さを見る」と
いうような「共感覚」の重要性が，指摘されてきた．共感覚的現象は，実際に触れていなくても，
触覚的状態（硬さ）を見るという，異なる知覚様式の相互影響とは異なる現象である．しかし，
いずれの現象も，実際の生活においてどのような意味を持つかは，あまり研究されていない．  
 
 
２．研究の目的 
 
同じものを見ていても，（だまし絵のように）それが多様な見え方を許容することがある．この
ような多様な見え方を，ヴィトゲンシュタインは「アスペクト」と呼んだ．ヴィトゲンシュタイ
ンによれば，異なる視覚対象のうちどちらを見ているかは，例えば，指示表現（「これ」など）
と指さしを用いたり，あるいは，その対象を絵に描いたりすることで，示すことができる．しか
し，同じ対象の（だまし絵の異なる見え方のような）異なるアスペクトを示すときは，指さそう
としても同じ方向しか指させないし，絵を描こうとしも同じ対象（同じだまし絵）を描くことし
かできない．一方，異なる知覚間の相互影響や共感覚も，アスペクトの知覚としてとらえ直すこ
とができる．そこで，どのようなアスペクトの知覚が，実際の日常の活動のなかでどう達成され
ているか，という課題が見いだせる．この研究では，実際の相互行為をつぶさに観察することを
通して，この課題に答えることを目指す． 
 
 
３．研究の方法 
 
実際の相互行為（子どもの遠足，書道の教授，助産院での触診など）をビデオに収録し，会話分
析の方法を用いて，それを分析する．会話分析の方法は，単に観察可能な一般的なパターンを析
出することを目指すわけではない．相互行為参加者自身が自分たちの行為や知覚をどう把握し
ているかを，相互行為の詳細のうちに見いだし，その観察を集積する．それにより，かれら自身
による行為・知覚の組織を明らかにすることを目指す．その方法は，じつは，哲学における概念
分析の方法（表現がどのように用いられているかを表現同士の結合関係から分析する方法）に近
い．概念分析が用いる概念使用者の直観を，いわば実際の相互行為のビデオの観察によって統制
するものである．本研究は，会話分析の研究であるとともに，哲学の研究でもある． 
 
 
４．研究成果 
 
ここでは，(1)同じ対象をどのように異なるやり方で見るか，(2)見え方のうちに，視覚以外の
知覚様式のアスペクトをどのように見るか，(3)複数の知覚様式がどのようなまとまりとして把
握されているか，の 3 点について，研究期間中に得られた知見を紹介する． 
 
(1) 多様な見え方「細かく見ることをする」やり方がある．例えば，顔を対象に近づけるなどが，
その一つである．ここでは，とくに相手の身体に視線を固定しながら，同じ語句を繰り返すとい
う振舞いについて分析する．「細かく見ること」は，対象に関するより詳細な情報を得ることを
目的になされると，考えがちである．しかし，ここでは，細かく見ることは，むしろ特定活動に
おいて特定行為を行なうことだということを示したい．以下の事例は，地域の子どもの遠足にお
ける，河原での火起こしの場面である．この場面を仕切っている船田（FD）は，火の起こった焚
火に炭を置くよう，子ども（「三上君」CH）に教示する（01，06 行目）．しかし，子どもは，そ
の焚火を通り過ぎて，まだ火の起こっていないほうの焚火へと向かう（07 行目）． 
 
(1) [川遊び] 
01 FD:  は:::い, 炭:: こっち: のっけて:: 自分のぶ:ん. 
02      (0.6) 
03 FD:  は::い.  
04      (0.8) 
05 TK:  よし:: 
06 FD:  は:::い この上にのっけてくださ::い．| 
   fd:  -->> 火を見る ----------------->| 



FD 
TK 

 
07      |(1.2) 
   ch:  |火をとおりすぎる 
   fd:  |視線が ch を追う． 
 
08 TK:  三上|君 
   tk:    |ch（右のほう）を見る 
09 CH:  (    ) 
10 FD:  あ |>こっち こっち こっち こっ[|ち-<| 
11 CH:    |               [|ん  | 
   fd:    |火を指差す． ---------------->| 
   ch:                         |最初に fd のほうを， 
                                         次に火のほうを向く． 
 
                      図 1 
                       ↓ 
12 FD:→ |[>燃えてるとこ [燃えて’ る |とこ< 
13 TK:→ |[(    )      [ここ置いて(h|h) 
   tk:  |ch を見ながら         | 
         指さしを始める．        | 
   ch:                   |火に向かってかがむ． 
                                                         図 1  
 
子どもが通り過ぎたとき，子どもの背面から，船田は「こっち」を 3 回繰り返す（10 行目）．
「こっち」の繰り返しについて，3 つのことが言えるだろう．第 1 に，繰り返すということ自体
が，有標的（普通ではない）やり方である．第 2 に，船田は，「こっち」の繰り返しとともに，
火を指差すが，子どもには，「こっち」がどこを指すかは見えない．だから，「こっち」を聞いた
とき，子どもは，まず船田を振り向き，船田が見ている焚火へと目を向ける．指示表現「こっち」
は，注意喚起として働いている．第 3 に，この繰り返しは，子ども歩みと同期している．実際，
子どもが船田のほうを振り向くと同時に，船田は繰り返しをやめている（10 行目）． 
子どもが振り返ると，船田は，今度は，「こっち」を，記述的な表現（「燃えているとこ」）に

変えて，再び，同じ表現を繰り返す（12 行目）．これについても，3 つのことが言えるだろう．
第 1 に，再び有標的なやり方が用いられている．第 2 に，その繰り返しは，再び子どもの歩み
と同期している．子どもが火に向かってかがむと（すなわち，目標の焚火への接近の終了が明確
となる時点で），船田は，繰り返しをやめる．第 3 に，この記述的表現（「燃えてるとこ」）は，
子どもが，間違って向かおうとした焚火（まだ十分に火が起きていない焚火）に対して，目標の
（正しい）焚火を対照化するとともに，船田自らがいま行なっていること，すなわち，訂正指示
の理由説明（つまり，炭を置くのは，燃えているほうであって，まだ燃えてないほうではない，
と説明）を組み込んでいる． 
同じ語句の繰り返しが子どもの歩みと同期されることにより，子どもの動きを細かく見るこ

とが達成される．つまり，船田は，単に子どもの動きを見ているだけでない．むしろ，子どもの
歩みの瞬時ごとの進行を見ている．子どもが，目標の焚火のほうを振り向いたとき，もう一人の
大人である武尾（TK）が，同時に，炭を置く場所の指示を行なう（「(    )ここ置いて」13 行
目）．この同じタイミングで行なわれる武尾の教示は，船田の教示と，次の点で対照的である．
第 1 に，単語の繰り返しという形をとっていない．1 つの完結した文で，しかも，指図に典型的
な，「～して」という形式により組み立てられている．完結した文を用いることにより，（「ここ」
という指示詞が用いられることで，環境への依存性は高まっているものの）子どもの振舞いへの
依存性の低い教示となっている．第 2 に，末尾に笑い（hh）を含ませている．すなわち，子ど
もの失敗が笑いの対象として拾い上げられている． 
船田と武尾の，それぞれ 12 行目と 13 行目は，子どもが，間違った方向に行こうとしていた

のを（船田の「こっち」の繰り返しに反応して）中断し，向きを変えた直後に出現する．言いか
えれば，その出現位置は，子どもが自ら，訂正の開始を行なった位置である．このような位置に
おける教示には，次の 2 つの対照的な代替肢がある．(a) 子どもが開始した訂正を完遂するこ
との指図，もしくは，(b) 子どもが始めた訂正を子ども自身がそのまま進めていくことの支持，
の 2 つである．前者を行なっているが武尾だとしたら，後者を行なっているが船田だと言える．
船田の単語だけの繰り返しは，子どもの歩みの進行に合わせて続けて産出されることで，子ども
の歩みを，むしろ，ガイドしている． 
船田と武尾はともに子どもの動きを見ているが，その見え方（どの細かさで見えているか）が

異なっている．その見え方はの違いは，両者の教示行為の違いを構成するのものであること，こ
のことが，以上よりわかるだろう．（以上，Nishizaka, 2022 より） 
 
(2) 視覚を超えた見ること 書道は視覚芸術である．鑑賞者は，紙の上に書かれた文字を見る．
しかし，実は，紙上に書き出された視覚対象に鑑賞者は，書く行為の痕跡だけではなく，書く行



為そのもの（どのような筆遣いで書かれたか）を同時に見ている．このような，そこにはすでに
ない行為（書くこと）を視覚的に把握することは，書道の教授において，むしろ利用されている．
このことを，次の断片により明らかにしよう．以下の断片は，書道の師匠が生徒が持参した作品
を並べて，講評しているところである． 
 
(2) [書道] 
                                                 図 2 
   ↓ 
01 師匠: °°m°°  |かたく持って:  | |持ったまま:  |こう |やっちゃう |から 
 師匠:  |筆を持つ格好を | |その手を前 |その手を振る ---------->> 
    する ------> |  に突き出す  | | 
 師匠:    |上を向く--> |下を向く 
   
02  >┌ね.< ┐|  
03 生徒:  └ん:ん┘=はい.   
 師匠: ------->|  
     
04 師匠: ここで .h  力が はいり すぎ ↓ちゃっ┌て.             図 2  
05 生徒:      └はい  
06  (.)  
07 師匠: .h  この |力が こっち- こっちまで ずっと  | 
 師匠:   |右手人差し指を文字の一部に押し当て     | 
     ゆっくりとなぞる -------------> | 図解[1] 
   
08  力が (.)来る ように ┌しないと.  
09 生徒:  └はい.   
10  (23.3) 
 
師匠は，最初（01～05 行目），作品の修正を要する部分を指摘する．次いで（07～08 行目），
それと対照させて，そこをどう修正するべきかの教示を行なう．最初の指摘に際して，師匠は，
手をあたかも筆を握っているかのようにかまえ，「かたく持っ」た状態を，いわば実演する（01
行目）．そのまま「こう」という指示表現とともに，筆遣いの実現を行なう（01 行目）．そのさ
い，「かたく」という，否定的評価を含意する表現と，「ちゃう」という，悪しき結果が引き起こ
されたという含意をもつ言い方を伴うことにより，修正されるべき部分の指摘がなされている
ことがわかる．重要なことは次の点だ．手を用いた実演は，書かれた文字に近接され，それをな
ぞる形で行なわれている．その手の動きと，現に紙のうえに見える文字とが視覚的に関連付けら
れることで，書かれた文字が，その実演された書き方の結果として再構造化されるとともに，実
演された書き方のほうも，書かれた文字の見え方の一側面（アスペクト）として構造化される． 
後半の修正の教示において，師匠は，こんどは正しい書き方の実演を，書かれた文字（「像」）

の一部に指を押し当てながら行なう．確かに，ここに実演された正しい書き方は，目の前の文字
の一側面（アスペクト）ではない．しかし，それでも，（単に筆遣いそのものであるだけでなく）
あるべき文字の現われ方の一部として，指の動きは構造化されている（図解[1]）．とくに興味
深いのは，07～08 行目の教示の構成である．前半の指摘においては，「こうやっちゃう」（01 行
目）という，明確に生徒自身の行為を表わす言い方，あるいは「力が入りすぎちゃって」（04 行
目）という生徒の身体の側に生じていることを表わす言い方が用いられている．それに対して，
後半の教示においては，「力がこっちまで来る」と，紙上の現れる状態を表現する言い方が用い
られている（「こっち」が紙の一部を指すことに注意）．このように，あるべき筆遣いも，視覚的
な現われの一側面として提示されている． 
単に，修正するべき筆遣いを言葉で説明するのではなく，文字の一部として見せることは，生

徒に何が悪いかを思い起こさせるのに，とくに有効だろう．（以上，Nishizaka, 2020a より．） 
また，師匠の教示には，しばしば（「余韻が残る」や「筆をつる」というような）比喩的な表

現が用いられる．その理由を，研究分担者の山田圭一は次のように述べている．「それは，教え
られる技術が高度になればなるほどそれは目の前で観察される対象の個々の要素によって対処
できるものではなく，その対象がもつ全体の特徴を端的に把握する必要が生じるからである．そ
してその全体的特徴を表現するためには似た特徴をもつ別の何かに訴えざるをえなくなり，こ
れこそが比喩が要請される所以である．というのも，比喩とはまさにそれ自身では理解が困難な
もの（たとえば，「人生」）をより理解しやすいともの（たとえば，「旅」）との類似性のもとに記
述する（「人生とは旅である」）ことにほかならないからである」（山田，2023）. 
書かれた文字の，書くプロセスにかかわる（非視覚的）アスペクトを視覚的に見せること（文

字をなぞりながら書き方の実演を行なう，あるいは比喩を用いる，など）は，教授のための有効
な手段であるだけでない．それは，そのように見ることそのことの教授でもあり，特定の「わざ」
を共有するコミュニティの一員として生徒を社会化するための手段であるとも言えよう． 
 



(3) 異なる知覚様式の統合 私たちが普通に暮らすとき，一つの知覚様式だけで物に出会うこと
は，むしろまれである．複数の知覚様式が活動にどうかかわり何を達成するのかを，一つの事例
で示しておこう．以下は，助産院における触診である．妊婦が，自分の脇腹に触れながら，胎児
の足の位置の変化を訴える（1 行目）． 
 
(3) ［妊婦健診］ 
01  妊 婦:   >だんだん さがってきて< この┌へんに: 
02  助産師:                   └.HEHH 
03  助産師:   ん::ん. ┌º'んのね º. .hh |形 ┐ が= 
04  妊 婦:         └これ あし です よ|ね.┘ 
    助産師:                    |妊婦の腹部に両手で触れる 
05  助産師:   =これ |頭:┌:. 
    助産師:       |児頭を手で押す 
06  妊 婦:          └º ん º 
 
              図 3          図 4    
               ↓            ↓ 
07  助産師:   |↓背中::   |お尻::. 
    助産師:   |児背を押す |胎児の臀部を押す 
             ((5 行省略))                         図 3               図 4 
13  助産師:   {.hh/(0.6)} で >ほら< あし. h º ね º.  
 
01 行目の妊婦の訴えは，単なる報告ではなく，「潜在的問題」（骨盤位［逆子］の可能性など）
の提示と聞くことができるし，助産師は，実際にそう聞いているように見える．それに対して，
言及された足の位置の変化が正常なものであることを助産師は実演的に示していく（3 行目以
降）．助産師は「形が」と切り出す（03 行目）．この「形が」は，文法的には主節を作っている
が，それに対する述部は出現しない．それは，あくまでも，胎児の形を示すための，相互行為的
なスペースを作るためのものである．続いて助産師は，「これ［が］X」という（それ自体文法的
に完結した文の）形式を用いて，胎児の 3 つの主要部位の名を挙げながら，順次それに触れて
いく（5～7 行目）．2 の点に注意したい．第 1 に，妊婦も助産師も妊婦の腹部に視線を向けてい
る（図 3，4）．ここから，助産師は，胎児の 3 つの主要な部位の位置を，妊婦の腹部の上に示す
ことで，妊婦の腹部の表面に胎児の「形」をいわば写像していると，まずは言えるだろう．言い
換えれば，まずは，胎児の形を視覚的に示していると言える．しかし，第 2 に，助産師は，妊婦
の腹部に触れているだけではなく，腹部の特定箇所を両手で押している．つまり，助産師は，妊
婦に対して，胎児の主要部位の位置を視覚的に示しているだけではなく，自らその部位を触覚的
に感じていることを示している．また妊婦自身も，腹部の皮膚上に外側から助産師の手による圧
迫を感じているし，かつ腹部の内側から胎児の主要部位による圧迫を感じているだろう．このよ
うに，単に「形」を写像して見せるだけではなく，確かにそこに主要部位があることを（助産師
自身が感じていることを）視覚的かつ触覚的に示すことが，妊婦の潜在的問題に対する対処とし
て重要である． 
最後に足の位置が，正常な胎位に位置づけられている（13 行目）．視覚と触覚は，潜在的問題

への対処という活動において特定のやり方で統合され，胎位の正常性を示すという具体的行為
を構成していることが，この事例から見てとれよう．（以上，Nishizaka, 2020b より） 
 
(4) まとめ 本研究は，複様式知覚が，私たちが日々実際に営む相互行為のなかで，どのように
達成され，あるいは何を達成しているのかについて，体系的に考察した最初の経験的研究である．
現象学者たち（M. メル=ポンティ，G. ベーメ，B. ヴァルデンフェルスら）が主張しているよ
うに，私たちの知覚は，それぞれ独立の知覚様式がまずあって，後からそれが統合されて世界が
経験されるわけではない（そういう意味で，上の(3)で「統合」という言い方をしたのは正確で
はない）．私たちの知覚は，まずは複様式的に世界を（ベーメの表現では，まずは「雰囲気」を）
とらえる．本研究は，経験的研究として，このことと真摯に向かいあうための第一歩である． 
このような経験的研究の蓄積は，例えば，教育や教示の場面において，より効率的な学習を促

すかもしれない．しかし，もっと重要なことは次の点にある．私たちは，人を知覚するとき，ま
ずは人として端的に把握している．最初に言葉を聞き振舞いを見て，そこから，その人を人とし
て判断しているわけではない．このことが持ちうる倫理的帰結をきちんと考えることが，次の課
題となるだろう． 
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